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討してみよう。 『日本国語大辞典第二版』に、 「鶏鳴」とは、 「②一番鶏が鳴くころ。午前二時ごろ。丑の時。八つ時。③よあけ。あけがた」とあり、 『角川古語大辞典』に、 「②一番鶏が鳴く時刻。 『推古紀』の十九年五月五日の条に、 「 （薬猟）鶏鳴時を取りて藤原池の上に集ふ」とあり、岩崎文庫本では「鶏鳴時」に「アカツキ」と付訓している。「鷄鳴 　
ケイメイ〈丑八つ時〉 」 〔下学集〕 」とある。これらの辞典類に






































































































 是ほどさかはぬ奴なれば、弓を引まうけて、声に付て内甲をぞねらうらむ。あひ引しめてすきまを射ら て鳴呼がまし。一の矢を射させて試みんとて、暫た らひける所に（金刀比羅本一〇四頁）
　
傍線部に見るように 山田小三郎は為朝を一撃で倒すために、内甲
































































































ある。但し、その合戦で信頼・義朝等は敗退したかのように読めてしまう。 『百練抄』 『帝王編年記』は、記事の前半が一字一句まで重なる点注意されるが、両記事によれば、官軍の平家軍を大内裏に遣わし、信頼等を追討したところ、官軍はばらばらになって退散したため、信頼等は勝ちに乗じて襲撃 六条河原 合戦に至ったが、信頼・義朝等は（間もなく）敗北 いうこと なろう。果たして、大内裏




 カヽリケル程ニ内裏ニハ信頼・義朝・師仲、南殿ニテアブノ目ヌケタル如クニテアリケリ。後ニ師仲中納言申ケルハ、義朝ハ其時、信頼ヲ、 「日本第一ノ不覚人ナリケル人ヲタノミテ、カヽル事ヲシ出ツル」ト申ケルヲバ、少シモ物モヱイハザリケリ。紫宸殿ノ大床ニ立テヨロヒ リテキケル時、ダイトケイノ唐櫃ノ小鈎
かぎ
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た信頼・義朝・師仲等は、右往左往するばかりであったとする。義朝は、 「日本第一ノ不覚人」の信頼に加担したことを今更ながら悔やみ、師仲 信頼が鎧を着用しようとして、大刀契の唐櫃の鍵を自分の守り刀に付けようとしていたのを見つけ、そんな に付けても何の役にも立たないからと言うと、信頼が投げてよこしたという逸話が紹介された後、 「ヤガテ義朝ハ甲ノ緒ヲシメテ打出ケル」とする。そんな師仲と信頼とのやり取りを横目に見ながら、義朝はすぐに冑の緒を締めて内裏から出て行ったとするのだ 、問題は その後に続く棒線部である。・
 馬ノシリニウチグシテアリケレド、京ノ小路ニ入ニケル上ハ 散々ニウチワカレ ケリ。
　
義朝の馬の後に従ったものの、京の小路に入った時には離ればなれ





















 義朝が武装し郎等を伴って出陣したのは六波羅攻撃のためと思われるが、平家側の大内裏攻撃より前に行われたと 思われないので、この「馬ノシリニ」以下「ウチワカレニケリ」の文章は錯簡か、それとも著者慈円の事実誤認かもしれない。 （四七九頁）
　
しかし、文章の錯簡でもなく、著者慈円の事実誤認でもなかろう。

















































































 三河守頼盛は、中御門を東へひきけるを、鎌田が下部、腹巻に熊手もちたるが、よげなる敵と目をかけてはしりより、甲に熊手なげけて、ゑひ声をあげてぞひきたりける。三河、ちッとも傾かず 鐙ふんばりついたちあがり、左の手にては鞍の前輪をかゝへ、右の手にては抜丸と云太刀をぬき、熊手 柄 ぞきりてンげる。熊手ひきける男は、のけにまろぶ。三河守は、つッとのびに り。……三河守も、すでにうたれぬべく見えけるに（一九二～一九三頁）
　























軍となった平家は、信頼や義朝等の軍勢を内裏から追い出 ために、偽って退却し 所、彼らはまんまとそ 策略に引っ かっ 記事を五箇所にわたって点綴する。しかし、先にも指摘したように、大内裏内での合戦や、大宮面から六波羅に退却する際に繰り広げ れた重盛や頼盛等との合戦話は、必ずしもそうした
A～
Eの本文と有機


















されたことを恥じ、 「いま一駆け懸て、その後こ 定 おもむきにまかせめ」と言って、再度大内裏内に攻めかけたとする。そ 点、金刀比羅本では、次のよう 記す。・
 十七騎にかけ立られて、五百余騎かなはじとや思ひけん、大宮面へ
ざと引。左衞門佐重盛弓杖つゐて、馬のいきをつかせ給ひしかば、筑後守家貞、 「曩祖平将軍の再生をあらため給へる君かな。 」と向さまにほめられて 今一懸して家貞にみえんとや思ひけん、前の五百余騎をとゞ 、あらて五百余騎をあひぐして、又大庭の椋の下まで責よせたり。 （二二六頁）
　
つまり、金刀比羅本では、家貞の言に見るように、重盛は攻めも攻
めたり、また義平も守りも守ったりと、両者を称揚することにより、一類本に見たような、重盛に辻褄の合わない弁解 させて再度攻めかけさせるという物語構成を改めたと考えられる。その後の、六波羅めがけて逃げ 重盛に対して追い駆ける義平という構図は一類本に同じである。しかし、 一類本の場合は、 義平の攻勢に堪えかねて、 重盛は、二人の郎等与三左衛門尉と進藤左衛門尉との犠牲によって 命からがら逃げ出したのであったが、金刀比羅本の場合は異なる。・
 鎌田重盛によりあひくまんとしけるが 主をうたせじ 思ひ、新藤左衞門により合、三刀さしてくびをかき、悪源太を助けり。此 まに重盛は力お ばず景泰が馬にうちのり、六波羅へおちのび る。二人のさぶらひなくは重盛も助かりがたし。鎌田兵衞なくは悪源太もあやうくぞみえられける。 （二二八～二二九頁）
　
重盛の場合は、与三と新藤の命を賭しての働きにより助かり、義平








頼盛は、 「すでにうたれぬべく見え」 （一九三頁）たのだが、抜丸のおかげで命拾いをした。 「抜丸なかりせば、 頼盛、 命延がたし」 （一九六頁）と記すとおりである。同様の場面を、金刀比羅本は次のように記す。・













































































































の程度を見直す問題提起）では、大内裏の荒廃が進んだ一二三〇～四〇年代に発揮された平治作者の想像力という日下論に対し、待賢門合戦全体を虚構化する、より拡大した枠組みにお て捉え直す必要性を主張している。ただ、 が 『百錬抄』 『愚管抄』等から、やはり六波羅合戦以前の両軍衝突の事実を認めるべき史料解釈も会場から発せら
れている（櫻井陽子氏・佐伯真一氏・鈴木彰氏） 。
　
本論は、注（
10）に記したように、二〇〇四年四月二十五日に開催
された軍記と語り物研究会三六〇回例会で発表したものによっているが、今回原稿化するにあたり、第一章を新たに付け加えた。
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